
東山小学校だより

平成３０年

※ 町内配付 ８月２４日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

大成果！大成果！「牛飼い修行の旅」「牛飼い修行の旅」
前号で紹介しましたが、昨日～今日「牛飼い修行の旅」を行いました。「修行」として、真剣に

話を聞いて学び、牛の世話や牛舎の掃除を頑張りました。大きく体調を崩す子やケガをする子もお

らず、全員が笑顔で帰宅していったことが、まずは何よりの成功だと感じます。保護者の皆様や活

動にご協力いただいた多くの皆様に感謝申し上げます。

21人（宿泊16人）とは

言え、全校で行う宿泊体

験活動ですので、たくさ

んのエピソードがありま

した。「ごはんの歌」を歌

ったり、野外炊飯をした

り、花火をしたり、夜食

を食べたり、５時に起き

て布団を上げたり…紹介

したいことが実にたくさ

んあるのですが、中から

いくつか紹介します。

その１…間野会長さんに学ぶその１…間野会長さんに学ぶ

今年の活動の目玉の一つ。闘牛振興協議会の間野会長さんのお宅で、牛のこと、角突きの歴史な

どについてお話を伺いました。

以前は二十村郷の全ての集落に「角突き場」があり青年団が主催していたこと…昭和39年新潟

地震の頃から錦鯉人気に押されて角突き牛を飼う人が減り、10年間ほど「角突き」がなかったこ

と。その後、牛のことが好きな人たちが「角突き」を復活させ、今に至っていること。ただ、今は

牛がとても減ってしまったこと。などの話をお聞きし、たくさん質問させていただきました。お話

の後は、錦鯉の選別の様子を見学させてもらい、とても充実した学習ができました。

 
 



その２…「♪楽しいごはんだ～さぁ食べよ～」その２…「♪楽しいごはんだ～さぁ食べよ～」お弁当・カレー＆豚汁・お夜食・朝食お弁当・カレー＆豚汁・お夜食・朝食

野外炊飯でカレーと豚汁を作りました。事前に「甘口カレー」「中辛カレー」「みそ豚汁」「しょ

うゆ豚汁」の担当班を決めて、夕食づくりに取り組みました。そしてそれぞれの班内で仕事を分担

し、２年生は飯ごうや鍋にすす汚れ防止のための水溶きクレンザーを塗り、３年生以上はかまど係

と調理係に別れて、手際よく予定した時間内においしい料理が出来上がりました。幸い包丁でケガ

をしたり、火傷をする子もいませんでした。一番心配していたのは熱中症…猛暑の中、火を焚く野

外炊飯なので、相当な暑さでした。

気になる味の方は…それぞれの班とも本当においしい出来で、味付けが違うこともあって甲乙付

け難し！一応聞いてみた食後の投票では、カレーはＤ班の甘口、豚汁はＡ班のみそ味が、より「お

いしかった」という結果になりました。おもしろいのはＡ班の子が「しょう油がおいしい！」と言

っていたことでした。また、驚いたのは飯ごう炊飯の上手さです。どの班もコゲもメッコもなく、

ふっくらおいしいお米の炊き上がりでした。食べきれなかったごはんは、夜食のおにぎりに…中に

は３～４個食べた人もいました。少し余ったカレーと豚汁は、それぞれの味を混ぜ合わせ、友野調

理員が味を調えて二日目の朝食に出したところ、あっという間になくなりました…「ザ･完食！」

完食と言えば、昼食「農家民宿しんすけ」さんのお弁当も一応完食でした。やや「子ども向け」

にしていただきましたが、それでも食べ残しがたくさん出るかなという予想が嬉しいハズレでした。

３回の食事「いただきます」には、みんなで「ごはんの歌」を歌いました。よくキャンプで歌う、

「♪線路はつづくよ～～」の替え歌です。

その３…予定外のお楽しみ～「花火大会」その３…予定外のお楽しみ～「花火大会」
ほとんどの活動が早め早めに進み、計画では夜

８時からシャワーの時間でしたが、何と８時過ぎ

には全員が入り終わりました。そこで予定外の

「花火大会」行うことに…おっかなビックリ火を

つけながら、楽しそうにしている子どもたちや先

生方を見て、純粋に「いいなぁ～これこそ宿泊体

験の良さだなぁ～」と嬉しくなりました。

♪ごはんだ ごはんだ さあ食べよう 風は軽やか 心も軽く みんな元気だ 感謝して 楽しいごはんだ さあ食べよ～♪「いただきまーす！」



「牛飼い修行の旅スナップ」「牛飼い修行の旅スナップ」



去りゆく(？)夏…去りゆく(？)夏…さぁ２学期！さぁ２学期！学校は楽しいところだ!!学校は楽しいところだ!!
お盆過ぎに蜩（ひぐらし）の鳴き声を耳にして、「あぁもう夏も終わりか…」と夏の終

わりの寂しさを感じていたのもつかの間、Ｗ台風によるフェーン現象で暑さが戻ってきま

した。長かった夏休みも残りがおよそ１週間となりました。

昨日からの「牛飼い修行の旅」は、子どもたちは元気に、実りある活動ができました。

来週30日(木)までは毎日「学習サポート」。週が明けて9月3日が始業式、さぁ２学期が始

まります。

あまりこんなことを言いたくはないのですが、実は小学校や中学校で「登校しぶり・不

登校」の児童生徒が増えるのが「４月からゴールデンウィーク明け」と「夏休み明け」な

のです。「牛飼い修行の旅」の様子を見て「この子たちは大丈夫！心配ない!!」と信じなが

ら、やはり心配なのです。

夏休みが終わるのを、ほとんどの人は残念に思うでしょう。実は私もその一人なのです

が、中には夏休みが早く終わって学校が始まってほしいと思っている人もいるようです。

よくよく考えると、たしかに学校は楽しいのです。なぜ学校は楽しいのか？次のように考

えてみました。

一つ目は、頭に関係することです。人は分からないことが分かったり、できないことが

できるようになったりすることが、とても好きなのです。学校は、いろいろな勉強や活動

を通して、知らないことを教わり、分かるようになる場所です。誰しも「へぇー、なるほ

ど。」「そうだったのか。」「分かった！」といった経験があると思いますが、そんな時、人

はとても楽しい気持ちになります。そんな楽しい気持ちになれる場所が学校です。

二つ目は、体に関係することです。人は…特に子どもは体を動かすことが大好きです。

「じっとしてなさい！」と言われても、なかなかじっとしてられるものではありません。

動きたいのに動かないでいると何だか気持ちがモヤモヤしてきます。学校には体育の時間

があります。体を動かす活動があります。そして広いグラウンドや体育館があります。思

いっきり体を動かして遊ぶことができます。体を動かすことで、何だかモヤモヤした気持

ちもスッキリします。楽しい気持ちには体を動かすことが絶対必要です。楽しく体を動か

すことのできる場所が学校です。

三つ目は、心に関係することです。いくら考えても分からなかったことが分かるように

なりました。「やったー！分かったぞ！」と大きな声で言いました。でも、自分の周りに

誰もいなかったらどうでしょう。いやなことがあってムシャクシャした時、たった一人で

思いっきり体を動かしました。さぁどうでしょう。どちらも…何だかあまり楽しくないで

しょう。自分の周りに声をかけてくれる人や一緒に遊んでくれる人がいるから楽しいので

す。一緒に喜んだり悲しんだり、気持ちを分かってくれたり、分かってあげたりするから

嬉しいのです、楽しいのです。人と関わる楽しさがある。一緒に楽しむ友だちや先生がい

る場所が学校です。

さて、そこで、この「東山小学校だより」の『心と心』の下にある「教育目標」を見て

ください。『心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子』…気付いたでしょうか？東山小学

校の学校のめあてには、学校が楽しい場所である要素が、願いとしてきちんと入っている

のです。

２学期も東山小学校が子どもたちにとって、安全安心で、楽しく、仲よく学べる場所で

あるよう職員一同、精一杯努めて参ります。保護者・地域の皆様、どうぞよろしくお願い

します。


